
「博物館」を意味する英語Museumの語源であり、喜びを表すmuse（ギリシャ語）と通信や手紙を意味するLetter（英語）からMuseLetterと名付けました。

赤い傘（かさ）に白い点々のある毒キノコのベニテングタケは、札幌を含む北半球に広く分布
し、8月から9月ごろに林や公園などの地上に発生します。人間には毒でも、このキノコを食べ
る生き物もいて、この写真では傘のてっぺんに食べ痕がついています。物語に登場したり、キャ
ラクターのモチーフになったりすることも多く、それは身近な生物だからこそかもしれません。
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１９２２年（大正１１年）８月１日、札幌に市制が施

行され、札幌区は札幌市となりました。そして、今年

はちょうど１００年目の年にあたります。

島義勇が札幌入りし、本格的な開拓に着手し

たとされる１８６９年（明治２年） からわずか５３年

後のその年、札幌はどのような姿をしていたので

しょうか？

「札幌市街之図（視形線図）」（札幌市公文書館

蔵）は、市制施行から間もない１９２４年（大正１３

年）に発行された５千分の１地形図で、当時の地形

が詳細に記録されています。私も研究に関わった

論文の長岡ほか（２０１７）は、この地形図からさまざ

まな情報を読み取り、１００年前の札幌の市街地の

地形をより鮮明に復原したもので、今回はその一部

を紹介します。

図１は標高データをもとに傾斜区分図などを重

ねて標高で色分けした地形イメージです。

この図で最も目につくのは西１１丁目（石山通）付

近から植物園、北大（当時帝国大学）へと続く大き

な凹みと、中島公園の南から西側を流れる鴨々川

から創成川、伏籠川にかけて続く二つの谷地形で

す。札幌停車場（現在の札幌駅）、道庁、市役所、そ

図１：「市制開始期の札幌市の地形イメージ」
　　  (長岡ほか 2017）。一部加筆。
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して時ィྎなどはこの䜅たつの凹みにはさまれた

⯉≧の高まり（㯤色の◚線）ୖ に㓄⨨されているこ

とが分かります。

１９２５年（大正１４年）、まさに市となった䜀かりの

札幌をゼれた北原ⓑ⛅は、そのᢡの༳㇟を❺ㅴ

「この道」の１␒と２␒にしたた䜑ました。≉に２␒に

ある「あのୣ」とはこのᑿ᰿≧のྎ地をさしていると

ᛮわれ、࿘ᅖの地形より３䡉௨ୖも高く、現在のよう

な高いᘓ物などがなかった１００年前、「時ィྎ」は

ୣのୖで䜂ときわⓑく㍤いていたのでしょう。

今一つこの図で目に付くのは、඲యを㏞㊰のよう

にそう㇏ᖹ川Ỉ⣔のỈ⬦（Ỉ色の線）です。

当時の㇏ᖹ川には現在よりもከくの流れがᥥか

れていますが、鴨々川の取り入れཱྀである「鴨々Ỉ

㛛」とከくの分流䞉ὴ流が཰᮰する「㇏ᖹᶫ」付近

は、᫓ඛの㞷ゎけ䜔⛅の長㞵時にはఱᗘもỈが

あ䜅れ、市ෆにὥỈをᘬき㉳こしました。

市制施行の９年前（大正２年）にも鴨々Ỉ㛛付

近が◚ሐし４０００ᡞ近くがᾐỈしています。当時の

ᾐỈ⠊ᅖをぢると、中島公園から現在の㇏ᖹ川の

西側にἢって、伏籠川ἢいにỏ℃しています。市の

中ᯡをなす施タはこのᑿ᰿≧のྎ地にあることか

らὥỈの⿕ᐖをචれているようですが、いわ䜖る市

街地に入り㎸䜣䛰Ỉはྎ地にᙇりᕠらされたỈ㊰

によって᤼Ỉされ、䝃䜽䝅䝳䝁䝖䝙川へと流れていた

ことが分かります。

その後もた䜃た䜃ὥỈにᝎまされた札幌も、市

制施行から５０年を⤒た１９７２年（᫛࿴４７年）、札

幌෤Ꮨ䜸䝸䞁䝢䝑䜽が開ദされ、ᨻ௧ᣦᐃ㒔市と

なった㡭には、ྠ 年に᏶成した㇏ᖹᓙ䝎䝮䜔◒山

䝎䝮によって㇏ᖹ川のỈ㔞がㄪᩚできるようにな

り、ὥỈのᩘをῶらしていきました。

写真︓エゾオオカミ剝製標本
）蔵収館物博・園物植学大道海北（ 　　

文䠋学ⱁဨ䚷ྂἑ䚷ோ
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ウィズコロナの博物館活動
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当センターで行われる、市民の
自主的活動や、学校との連携など、
さまざまな活動を紹介します。

〒062-0935 札幌市豊平区平岸5条15丁目1-6 　Tel : 011-374-5002　Fax : 011-374-5014
Email : museum@city.sapporo.jp　ホームページ : https://www.city.sapporo.jp/museum/

交通アクセス

発 行

■地下鉄南北線「澄川駅」北出口から徒歩約10分
■地下鉄南北線「南平岸駅」東出口から徒歩約14分

さっぽろ市
02-D05-21-1143
R3-2-842

札幌市博物館活動センター

ミューズ・レターは、植物油インキおよび、環境省が定める「グリーン購入法」の適合紙を使用しています。

札幌市博物館活動センター information
入館料：無料
開館日：火曜～土曜　開館時間：10時～17時
休館日：日曜・月曜、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）

ホームページアクセス
二次元コード

4

この2年で、DNAを調べるた
めの「PCR」という言葉が身近
になりましたが、生物の分類学
の研究方法としても、サンプル
からPCR法でDNAを増やし、生

物種の相違を判定する方法が用いられます。
博物館活動センターには、道内では記録が少ないタイリクアキアカネと

される標本が１点収蔵されていました。タイリクアキアカネと“赤とんぼ”
として普通に見られるアキアカネはよく似ているため、専門家でも外見で
の判断が難しいとされています。当センターのタイリクアキアカネとされ
る標本の一部をサンプルとしてDNA解析した結果、この個体はアキアカ
ネの配列と一致したことから、正しくはアキアカネだと判明しました。

写真：花豆の花を観察

2020年1月に新型コロナウイルス感染症が日
本で見つかり、2年が経過しました。博物館活動セ
ンターも感染拡大防止のため、休館をしたり人数
制限を行ったりしながら、調査研究・資料の収集
保存・普及交流活動を行ってきました。

子どもたちが楽しみにしていた塗り絵や折り紙
などのワークショップ、樹脂封入された触れられる
標本の展示は、2020年2月からお休みしています。

そのような中、2021年11月の毎週土曜日にミ
ニワークショップ「花豆を観察してみよう!」を試
験的に行いました。センターの花壇にある花豆を
自分で収穫し、植物の学芸員の解説を聴きながら
自分の豆を観察するものです。

屋外でのイベントでちょっと寒い日もありまし
たが、延べ70人が参加し、子どもも大人も花豆を

手に楽しそうに話を聴いていました。
これからもアフターコロナを見据えて、ウィズ

コロナの博物館活動を皆さんと考えていきたい
と思います。

横山透・二橋亮 2021. 札幌市で記録されたタイリクアキアカネの検証.
北海道トンボ研究会報 32： 11-12.
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